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１１ 法法  人人  のの  概概  要要

(１) 名 称

(２) 目 的

(３) 設 立 年 月 日

(４) 登 記 年 月 日

(５) 資 本 金

(６) 役 員

代表取締役社長 　　西　村　紳　一　郎

(７) 事 務 所

２２

有有限限会会社社ググリリーーンンももちちががせせ経経営営状状況況報報告告書書

令令和和４４年年度度事事業業概概要要

農業従事者の高齢化、後継者の不足、耕作放棄地の増加等に対応

し、農家に代わって農作業を行い、農地の荒廃を防止し保全を図る

ため、農作業の受託を主な事業として行なうことを目的として設立

された。

平成８年１０月　７日

鳥取市用瀬町用瀬４９０番地１

有限会社グリーンもちがせ

平成８年１０月１８日

金５,０００,０００円（うち鳥取市出資金２,０００,０００円）

取締役：５名　　監査役：２名

　事業量は令和３年度と比べると春作業では面積６１．７％（△２．７８ｈａ）、秋作

業では、面積８７．６％（△２．１２ｈａ）であった。金額比では全体で９２．５％の

事業実績であった。

　作業の効率化と経費の削減に努めたが、当期純損失金は２４９千円となった。
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科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

１　事業費 2,083,099 １　事業収益 3,034,347

　　　人 件 費 1,059,625 　　　売 上 高 3,034,347

　　　修 繕 費 253,038

　　　機械賃借料 320,544 ２　事業外収益 313

　　　動力光熱費 148,346 　　　市指導補助金収入 0

　　　その他経費 301,546 　　　受取利息 313

　　　共済金（全共連）

２　事業管理費 1,120,527

　　　人 件 費 180,000

　　　業 務 費 146,752

　　　租税公課 29

　　　施 設 費 30,000

　　　減価償却費 763,746

　　　その他経費 0

３　事業外費用 81,000

　　　固定資産圧縮損

　　　法人税、住民税 81,000

　　　及び事業税

　　　雑損失

費  用  合  計 3,284,626 収  益  合  計 3,034,660

　当　期　利　益 △ 249,966

３３　　令令和和４４年年度度決決算算

（１）損益計算書  （令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで）

（単位：円）

費　　　　　用 収　　　　　益
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科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

１　流動資産 13,206,034 １　流動負債 82,444

　　(１)現金 0 　　(１)借入金 0

　　(２)預金 13,149,010 　　(２)仮受金 0

　　(３)未収金 57,024 　　(３)未払費用 0

　　(４)立替金 0 　　(４)未払金 1,444

　　(５)棚卸資産 0 　　(５)減価償却引当金 0

　　(６)前払費用 0 　　(６)納税充当金 81,000

　　(７)仮払金 0 ２　固定負債 0

２　固定資産 22,001,850

　　(１)有形固定資産 22,001,850 合　　計 82,444

　　　　　建物 823,133

　　　　　機械装置 21,178,717 科　　　目 金　　額

　　　　　減価償却引当金 △ 20,479,330 １　資本金 5,000,000

　　(１)出資金 5,000,000

２　利益剰余金 9,646,110

　　(１)法定準備金 1,800,000

　　(２)特別積立金 8,000,000

　　(３)繰越利益剰余金 △ 153,890

合　　　計 14,728,554 合　　計 14,728,554

（２）貸借対照表　（令和５年３月３１日現在）

（単位：円）

純　資　産　の　部

資　産　の　部 負　債　の　部
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科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

１　事業費用 1,590 １　事業収益 2,830

　　　人 件 費 900 　　　売 上 高 2,830

　　　修 繕 費 200

　　　機械賃借料 250 ２　事業外収益 1

　　　動力光熱費 140 　　　国庫補助金収入 0

　　　その他経費 100 　　　受取利息 1

２　事業管理費 1,129

　　　人 件 費 180

　　　業 務 費 131

　　　租税公課 5

　　　施 設 費 30

　　　減価償却費 783

　　　その他経費 0

３　事業外費用 81

　　　固定資産圧縮損 0

　　　法人税、住民税 81

　　　及び事業税

費  用  合  計 2,800 収  益  合  計 2,831

当期一般正味財産増加額 31

（単位：千円）

費　　　　　用 収　　　　　益

４４　　令令和和５５年年度度計計画画

（１）事業計画

　　農家の負託に応えるべく、新規事業への取り組みについても積極的に検討を加えると

　共に、安全作業の徹底と利用者に安心満足頂ける作業を行ない、作業効率の向上等を図

　り、最善の経営努力を行う。

（２）損益計画書　（令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで）




